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ところざわ市議会だより 第 207号第 207号

臨時会の審議結果

５
月
17
日　

臨
時
会
を
開
催

－ 所沢市議会の新体制 －

市民の皆さんと一緒に歩んでいきます！

藤本市長、中村副市長、中島教育長、平田上下水道事業管理者と議員 33 名

3333

会派構成
会　派　名 代　　　表

公明党 植
うえ

竹
たけ

　成
なり

年
とし

大
おお

久
く

保
ぼ

竜
りゅう

一
いち

　　川
かわ

辺
べ

　浩
ひろ

直
なお

　　亀
かめ

山
やま

　恭
きょう

子
こ

　　山
やま

口
ぐち

　浩
ひろ

美
み

　　福
ふく

原
はら

　浩
ひろ

昭
あき

至誠自民クラブ 秋
あき

田
た

　　孝
たかし

谷
たに

口
ぐち

　雅
まさ

典
のり

　　大
おお

石
いし

　健
けん

一
いち

　　大
おお

舘舘
だち

　隆
たか

行
ゆき

　　斎
さい

藤
とう

　由
ゆ

紀
き

自由民主党・無所属の会 石
いし

原
はら

　　昂
たかし

佐
さ

野
の

　允
みつ

彦
ひこ

　　大
おお

庭
ば

　祥
よし

照
てる

　　前
まえ

田
だ

　浩
ひろ

昭
あき

　　入
いり

沢
さわ

　　豊
ゆたか

日本共産党所沢市議団 小
こば

林
やし

　澄
すみ

子
こ

中
なか

井
い

めぐみ　　花
はな

岡
おか

　健
けん

太
た

　　矢
や

作
さく

いづみ

市民クラブ未来 青
あお

木
き

　利
とし

幸
ゆき

松
まつ

本
もと

　明
あき

信
のぶ

　　粕
かす

谷
や

不
ふ

二
じ

夫
お

　　中
なか

　　毅
たけ

志
し

さきがけ 荻
おぎ

野
の

　泰
やす

男
お

島
しま

田
だ

　一
かず

隆
たか

　　長
は

谷
せ

川
がわ

礼
り

奈
な

ところざわ市民会議 石
いし

本
もと

　亮
りょう

三
ぞう

末
すえ

吉
よし

美
み

帆
ほ

子
こ

日本維新の会 神
かん

戸
べ

　鉄
てつ

郎
ろう

参政党 斉
さい

藤
とう

かおり

立憲民主党 長
なが

岡
おか

　恵
けい

子
こ

れいわ新選組 赤
あか

川
がわ

　洋
よう

二
じ

市長提出議案
議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

第 3 9 号 専決処分の承認を求めることについて（所沢市税条例の一部を改正する条例）

－

承認する
第 4 0 号 専決処分の承認を求めることについて（所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

第 4 1 号 令和5年度所沢市一般会計補正予算（第2号）
原案可決

第 4 2 号 令和5年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第1号）
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令和 5 年（2023 年） 8 月 15 日 ところざわ市議会だより

所信表明を行いました

島し
ま

田だ　

一か
ず

隆た
か　

〔
さ
き
が
け
〕

第
70
代　

議
長

福ふ
く

原は
ら　

浩ひ
ろ

昭あ
き　

〔
公
明
党
〕

第
71
代　

副
議
長

　

こ
の
た
び
、
第
70
代
所
沢
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
10
名
の
新
た
な
議
員
が
当
選
し
、
所
沢
市
議

会
に
は
、
新
し
い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

　

所
沢
市
議
会
は
、
平
成
21
年
3
月
定
例
会
で
の
議
会
基
本
条
例

の
制
定
を
契
機
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
議
会
を
目
指
し
、
不
断
の
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
、
所
沢
市
議
会
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
は
、

通
年
会
期
制
の
導
入
で
す
。
通
年
会
期
制
に
つ
い
て
は
第
19
期（
令

和
元
年
５
月
〜
令
和
５
年
４
月
）
か
ら
導
入
に
向
け
て
の
議
論
が

本
格
化
し
、
歴
代
議
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
議
会
運
営
委

員
長
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
議
会
全
体
で
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、

本
年
3
月
定
例
会
で
関
連
例
規
の
上
程
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
段
階
で
、
市

民
の
皆
様
や
市
執
行
部
に
対
す
る
説
明
不
足
を
指
摘
す
る
声
が
あ

り
、
一
部
の
市
民
の
間
で
は
事
実
に
基
づ
か
な
い
情
報
ま
で
飛
び

交
う
な
ど
混
乱
を
来
す
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

通
年
会
期
制
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
何
年
も
の
月
日
を
費
や

し
て
議
論
し
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
全
て
の
会
派
が
導
入

を
目
指
す
方
向
性
で
合
意
し
て
い
る
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
、
所
沢
市
議
会
の
い
わ
ば
機
関
意
思
の
決
定
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
丁
寧
な
議
論
と
十
分

な
説
明
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
上
で
、

し
か
る
べ
き
時
期
に
通
年
会
期
制
を
導
入
で
き
る
よ
う
議
員
全
員

で
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議長就任のあいさつ

所
信
表
明

議
長
選
挙
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ところざわ市議会だより 第 207号第 207号

委員会構成と委員長就任のあいさつ

予算常任委員会

予算に関することを審査します。

健康福祉常任委員会 総務経済常任委員会
　国民健康保険、福祉、保健、医療に関することを

審査します。

　市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、防災、

商業、農業、観光に関することを審査します。

　私たちの生活を取り巻く環境は、過去最

低の出生数、高齢化の進行、また近年の物

価高騰による影響などで、困難の度合いを

増しています。多くの課題を乗り越えて「安

心して暮らせる所沢」を実現するために、

挑戦していきたいと思います。

　今、人口減少や都市間競争が加速してい

る社会経済情勢の中で、所沢市が抱える課

題も多岐にわたります。地域経済が発展し、

所沢市が今後も市民にとって魅力ある都市

となるよう、委員と協力し、政策活動に取

り組んでまいります。

「安心して暮らせるまち」 「地域経済が発展し、魅力あるまち」

赤川 洋二

大庭 祥照

副委員長

長谷川礼奈

中井めぐみ

山口 浩美

粕谷不二夫

斎藤 由紀

石本 亮三

福原 浩昭

副委員長

大石　健一

斉藤かおり

中　 毅志

矢作いづみ

入沢 　豊

委員長　川辺　浩直 委員長　佐野　允彦

委員長　石原　　昂　　　副委員長　矢作いづみ

石本　亮三　 花岡　健太　 長谷川礼奈　 植竹　成年　 粕谷不二夫

佐野　允彦　 大石　健一　 山口　浩美　 青木　利幸　 大舘舘　隆行
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令和 5 年（2023 年） 8 月 15 日 ところざわ市議会だより

委員会の新たなメンバーが決まりました。
新しく就任した委員長が、これからの委員会の目標を語ります。

委員長　粕谷不二夫　　　副委員長　末吉美帆子

中井めぐみ　 矢作いづみ　 長谷川礼奈　 川辺　浩直

大庭　祥照　 大石　健一　 亀山　恭子　 中　　毅志

入沢　　豊　 大舘舘　隆行

議会運営委員会

　議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会

に関する条例等、議長の諮問に関する事項を調査します。

建設環境常任委員会 市民文教常任委員会
　道路、都市計画、再開発、区画整理、公園、上下水道、

環境対策、ごみ対策に関することを審査します。

　文化芸術、地域づくり、小中学校の教育、公民館、

図書館に関することを審査します。

　所沢駅西口の再開発事業、廃棄物の減量

化とごみの有料化、そして土地区画整理事

業など課題が山積しています。

　委員会として、調査・研究を重ね、短期

的・長期的な課題に対して、しっかりと取

り組んでいきます。

　多様なニーズに応えることができる地域

づくりの実現が求められます。

　所沢市の未来を担う子ども達が、のびの

び学ぶことができる教育環境の構築と、特

別支援学級の充実を求める取組を委員会と

して進めていきます。

「再開発が進み、住みやすいまち」 「教育環境が充実したまち」

末吉美帆子

松本 明信

副委員長

亀山　恭子

小林 澄子

前田 浩昭

荻野 泰男

秋田　 孝

長岡 恵子

大久保竜一

副委員長

谷口　雅典

神戸 鉄郎

青木 利幸

花岡 健太

石原 　昂

委員長　大舘舘　隆行 委員長　植竹　成年
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ところざわ市議会だより 第 207号第 207号

第３自転車駐車場は地下にあるので自転車が雨に濡れることはなかったが、第１・第４自転車駐車場は屋外のた

め、雨に濡れないように屋根を付けられないか。
問

新しく屋根を付けることは維持管理費の増額が予想されます。現在の自転車駐車場の利用料金を維持するため

に、屋根の設置は今のところ考えていません。
答

（問合せ：防犯交通安全課　2998-9140）

事業費：651 万 2 千円

新所沢駅西口自転車駐車場整備事業

市営自転車駐車場の円滑な利用を進めます

議案第 43 号　令和５年度所沢市一般会計補正予算（第３号）

議案第 49 号　所沢市自転車駐車場条例の一部を改正する条例制定について

　新所沢パルコ地下にある新所沢駅西口第３自転車駐車場の閉鎖に伴い、利用者を円滑に新所沢駅西口第１・第４

自転車駐車場で受け入れるために整備を行います。

令和５年８月～令和６年２月

	 新所沢駅西口第１・第４自転車駐車場の整備

令和６年２月 29 日 新所沢パルコ閉店

	 新所沢駅西口第３自転車駐車場の廃止

スケジュール

議　　 　審　議案

６月定例会での

【会期】6月 1日〜 6月 24 日（24 日間）

【市長提出議案】	 補正予算	 2 件

	 条例関係	 5 件

	 契約締結	 3 件

	 契約変更	 1 件

	 市道認定・廃止	 4 件

	 人事関係	 21 件

【議員提出議案】		  2 件

所沢で開催する音楽フェス！

有料の野外ステージでは、日本のレジェンド

による演奏が展開される。

9月23日（土）・24日（日）開催予定

空飛ぶ音楽祭 2023

詳細はコチラ

市長提出議案のおもな事業概要

決
可

▼第１自転車駐車場 ▼第４自転車駐車場
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令和 5 年（2023 年） 8 月 15 日 ところざわ市議会だより

人 事 関 係

二酸化炭素の排出は、一般家庭よりも発電所や製鉄所などの６業種に集中している。これらの産業界に対して森

林環境税は課税されているのか。
問

森林環境税は、国民一人ひとりが負担を分かち合って我が国の森林を支える仕組みとして創設されたものであ

り、企業に課税するものではありません。
答

森林環境税を導入するため規定を整備します

議案第 46 号　所沢市税条例の一部を改正する条例制定について

　森林環境税は、令和６年度から国内に住所を有する個人に対して課税される国税です。個人住民税均等割とあ

わせて、納税者１人当たり年額1,000 円が賦課徴収されます。その税収は、全額が森林環境譲与税として都道府県・

市区町村へ譲与され、それぞれの地域の実情に応じた、森林整備事業等のための財源として活用されます。

森林環境税

　個人住民税均等割は、東日本大震災からの復興に関し、地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な

財源を確保するため、平成 26 年度から令和５年度まで、臨時の措置として、年額 1,000 円が引き上げられてい

ましたが、この措置が終了し、新たに森林環境税が導入されます。

均等割額と森林環境税額

決
可

（問合せ：市民税課　2998-9064）

種　　別 令和 5 年度まで 令和 6 年度以降

国　税 森林環境税 ー 1,000 円

県民税 個人住民税

均等割額

1,500 円 1,000 円

市民税 3,500 円 3,000 円

合　　計 5,000 円 5,000 円

【討論】市長提出議案第 46 号に賛成・反対反対

　森林環境税には法人負担はなく、個人には低所得者でも課税する一方、大企業には負担

を求めていない。地球温暖化対策を進めるために必要な費用負担というならば、原因者で

ある温室効果ガス排出企業にも負担を求めるべき。

中井議員

反対

　森林環境税は、国内に住所を有する個人に対して課する国税であり、個人住民税均等

割とあわせて賦課徴収し、その全額を譲与税特別会計に払込みを行う法定受託事務に過

ぎない。

入沢議員

賛成

　議案第 56 号〜議案第 57 号　監査委員選任の同意を求めることについて

谷口　雅典　議員　　　　　　　　　　中　　毅志　議員
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議員提出議案

議員提出議案第４号

特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書について

議員提出議案第 5号

藤本正人市長に対し反省を求める決議について

　文部科学省「学校基本調査」によると、特別支援教育を受ける児童生徒は年々増加しており、10 年間で、特別支

援学校については学校数が約 11% 増加、児童生徒数は約 14.3% 増加、特別支援学級は 1.6 倍に増え児童生徒数は 2.1

倍に増加している。また通級による指導を受けている児童生徒数は約 2.6 倍に増え、教育現場では新たな特別支援

教育体制の整備が必要になっている。

　このような状況に適切に対処するためには、特別支援学校・学級への専門的な知識や経験を持った教員等の増員

が必要不可欠である。また今日、共生社会の形成に向けて、「障害者の権利に関する条約」に基づき、子どもたちの

多様性を尊重するインクルーシブ教育システムの構築が求められており、そのためにも我が国の特別支援教育のさ

らなる拡充が必要である。

　よって政府においては、医療的ケアを含めた特別支援教育が必要な子どもの増加や、さまざまな障がいのある児

童生徒に的確に対応した教育を実現するために、特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置に向けて、下記の

事項について財政措置を含めた特段の措置を講じることを求める。

　市長と市議会の関係は、二元代表制の下、緊張感を持ちつつも信頼関係により成り立っている。

　しかし、６月16日、藤本市長自らが、新人議員に対し議場内で反対討論をするよう指示したと取れるメモを市職員を

通じ議場内において渡したことは、まさに、議会を軽視し議案の提案者である市長として、極めて遺憾と言わざるを得ない。

　よって、藤本市長には無用な混乱を招いたことや、議会との信頼関係を損なう行為に対し強く反省を求めるものである。

１　特別支援教育支援員の適切な配置	 ４　特別支援学校のセンター的機能の強化

２　特別支援教育コーディネーターの適切な配置	 ５　特別支援教育デジタル支援員（仮称）の配置

３　看護師等の専門家の適切な配置	 ６　特別支援学校教諭免許状の取得支援

【討論】議員提出議案第５号に賛成・反対反対

　市長に議会軽視の気持ちはなく、厳重注意で済ませればいい。また、今後、議会運営委

員会で全会一致にならなかった機関意思を多数決で決めることになる。深夜議会で市長に

反省を求める決議をして、市民の利益になるのか。

入沢議員

反対

　市長が議会運営に介入することを許してはならない。今回のことは、長年権力のある立

場にいる者のおごりであり、周りが注意喚起できないようになっていると感じる。私たち

議員が、市長をいさめることをしなければならない。

大石議員

賛成

「議員提出議案」はコチラをご覧ください　➡
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令和 5 年（2023 年） 8 月 15 日 ところざわ市議会だより

令和５年６月定例会　審議結果 徹底
審議

議員提出議案（2件）

議案番号 件　　　名 結　　果

第 ４ 号 特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書について
原案可決

第 ５ 号 藤本正人市長に対し反省を求める決議について

市長提出議案（36 件）

議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧 賛成：〇　　反対：×
表決に加わらず：－　　欠席：欠

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果

第 4 3 号 令和5年度所沢市一般会計補正予算（第3号）
予　　算

原案可決

第 4 4 号 令和5年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第1号）

第 4 5 号 所沢市一般職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について
総務経済

第 4 6 号 所沢市税条例の一部を改正する条例制定について

第 4 7 号
所沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例等の一部を
改正する条例制定について 健康福祉

第 4 8 号 所沢市立児童クラブ条例の一部を改正する条例制定について

第 4 9 号 所沢市自転車駐車場条例の一部を改正する条例制定について

市民文教第 5 0 号 所沢市民文化センター改修事業契約締結についての一部変更について

可　　決

第 5 1 号 所沢市立第1学校給食センター受水槽外改修工事請負契約締結について

第 5 2 号
～

第 5 4 号
市道路線の認定について

建設環境

第 5 5 号 市道路線の廃止について

第 5 6 号
～

第 5 7 号
監査委員選任の同意を求めることについて

―

同意する

第 5 8 号 所沢駅ふれあい通り線整備工事（その5）請負契約締結について
可　　決

第 5 9 号 所沢駅歩行者デッキ（Ｂ）整備工事（その1）請負契約締結について

第 6 0 号
～

第 7 6 号
農業委員会委員任命の同意を求めることについて

同意する
第 7 7 号

～
第 7 8 号

固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めることについて

議案番号

公明党 至誠自民クラブ
自由民主党・
無所属の会

日本共産党
市民クラブ

未来
さきがけ

と
こ
ろ
ざ
わ

市
民
会
議

日
本
維
新
の
会

参
政
党

立
憲
民
主
党

れ
い
わ
新
選
組

植
竹　

成
年

大
久
保
竜
一

川
辺　

浩
直

亀
山　

恭
子

山
口　

浩
美

福
原　

浩
昭

谷
口　

雅
典

大
石　

健
一

大
舘舘　

隆
行

秋
田　
　

孝

斎
藤　

由
紀

佐
野　

允
彦

大
庭　

祥
照 

前
田　

浩
昭

入
沢　
　

豊

石
原　
　

昂

小
林　

澄
子

中
井
め
ぐ
み 

花
岡　

健
太

矢
作
い
づ
み

松
本　

明
信

粕
谷
不
二
夫

中　
　

毅
志

青
木　

利
幸

島
田　

一
隆

長
谷
川
礼
奈

荻
野　

泰
男

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

神
戸　

鉄
郎

斉
藤
か
お
り 

長
岡　

恵
子

赤
川　

洋
二

第４３号 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
（
議
長
）

〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇

第４６号 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案第５号 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
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ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第 207号第 207号

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市

に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ

と
あ
り
ま
す
。

※�

各
議
員
の
一
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

一　
 

質
問

般

議
員
が
聞
い
た
！

⬆ 動画はコチラ

Ｑ
所
沢
市
、
飯
能
市
、
狭
山

市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る

補
助
金
の
考
え
方
は
若
干
違

う
が
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補

助
は
人
口
減
少
を
迎
え
る
ダ
イ

ア
圏
域
に
人
を
呼
び
込
む
一
つ

の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
た

め
、
各
自
治
体
の
よ
い
点
を
探

り
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
補
助

制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ
ダ
イ
ア
５
市
（
所
沢
市
・

飯
能
市
・
狭
山
市
・
入
間
市
・

日
高
市
）
の
中
で
も
、
補
助
を

実
施
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
実

施
し
て
い
て
も
目
的
や
予
算
額

が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
各
市
の
実
情
に
応
じ

て
、
必
要
な
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し

て
、
ダ
イ
ア
圏
域
で
共
通
の
目

的
を
持
っ
た
補
助
制
度
を
設
け

る
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
難

し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
環
境

配
慮
や
人
口
維
持
は
共
通
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
５
市
で
連

携
し
、
こ
う
し
た
課
題
へ
の
対

応
を
進
め
て
い
く
。

広
域

連
携

に
よ

る

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
補

助
制

度
の

創
設

を

至誠自民
クラブ

秋田　　孝

広
域
連
携
に
よ
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
の
創
設
を

Ｑ
令
和
５
年
３
月
定
例
会

で
、
新
所
沢
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
特
別
委
員
会
（
設
置
期
間

令
和
３
年
６
月
〜
令
和
５
年
３

月
）
か
ら
提
言
し
た
「
新
所
沢

パ
ル
コ
撤
退
に
伴
い
、
魅
力
あ

る
新
所
沢
駅
周
辺
の
ま
ち
の
将

来
像
に
向
け
た
提
言
」
の
中
に

も
、
「
地
域
住
民
と
連
携
し
た

協
働
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
」

と
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

段
階
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
か
。

Ａ
今
後
の
地
域
の
方
々
と
の

協
働
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
新

所
沢
パ
ル
コ
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
後
な
ど
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
い
な
が
ら
行
う
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に

は
、
魅
力
あ
る
新
所
沢
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
パ

ル
コ
側
や
地
元
自
治
会
、
地
元

商
店
街
な
ど
、
様
々
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）

と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

自由民主党・
無所属の会
石原　　昂

新
所
沢
パ
ル
コ
撤
退
問
題

商
業
施
設
誘
致
に
向
け
て

地
域
住
民
と
連
携
し
た
協
働
の
取
組
を

Ｑ
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ブ
）
と
は
、

快
適
な
室
内
環
境
を
実
現
し

な
が
ら
、
建
物
で
消
費
す
る
年

間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
た
建
物
で
あ
る
。
学
校
施
設

改
修
に
お
い
て
、
脱
炭
素
に
通

じ
る
環
境
負
荷
低
減
へ
の
工
夫

を
し
て
き
た
か
。
ま
た
、
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
推
進
に
向
け
た
教
育
委
員

会
の
今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ
太
陽
光
発
電
を
校
舎
の
屋

上
に
設
置
す
る
こ
と
や
、
校
舎

内
部
改
修
木
質
化
事
業
を
進

め
る
と
と
も
に
、
屋
内
運
動
場

や
武
道
館
の
既
存
照
明
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
る
な
ど
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
や
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
に
役
立
つ
事
業
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

宣
言
し
、
脱
炭
素
化
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
２
０
３

０
年
度
ま
で
に
２
０
１
３
年
度

と
比
較
し
て
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
50
％
削
減
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
も
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
方
向
か

ら
検
討
を
重
ね
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
実
現
し
て
い
く
。

公明党
川辺　浩直

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
た

学
校
施
設
改
修
を

Ｑ
所
沢
市
民
の
命
を
守
る
の

は
市
の
責
任
で
あ
り
、
市
が
保

健
所
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。
保
健
所
の
設
置
は
喫き
っ

緊き
ん

の
課
題
で
あ
る
。
も
し
市
長

が
設
置
を
決
断
し
て
い
な
い
な

ら
、
市
民
が
決
断
す
る
と
き
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
。
保
健
所

を
市
が
設
置
す
る
の
か
、
し
な

い
の
か
、
市
長
の
見
解
は
。

Ａ
保
健
所
に
つ
い
て
は
、
本

年
２
月
14
日
に
大
野
知
事
に
要

望
書
を
手
渡
し
、
本
市
と
し
て

の
考
え
を
伝
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
国
に
お
い
て
も
、
今

後
の
感
染
症
対
策
や
保
健
所
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て

も
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
後
、

改
め
て
検
討
し
て
い
く
と
伝
え

て
き
た
。
県
と
市
は
協
力
し
て

感
染
症
対
策
の
強
化
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
も
、
保
健
所

の
仕
事
は
何
か
、
保
健
所
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
県
の
役
割
、

市
の
役
割
の
協
議
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

れいわ新選組
赤川　洋二

34
万
人
都
市　

所
沢
に

保
健
所
の
設
置
を
！
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令和 5 年（2023 年） 8 月 15 日令和 5 年（2023 年） 8 月 15 日 ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより

Ｑ
吃
音
の
悩
み
が
あ
る
児
童

生
徒
に
は
、
担
任
の
先
生
が
最

初
に
対
応
す
る
と
思
う
が
、
間

違
っ
た
対
応
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
い
じ
め
や
差
別
、
不
登

校
、
ト
ラ
ウ
マ
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
得
る
た
め
、
こ
と

ば
の
先
生
に
よ
る
教
員
へ
の
研

修
や
個
別
支
援
を
充
実
で
き
な

い
か
。

Ａ
教
員
へ
の
研
修
は
、
個
別

の
教
育
課
程
協
議
会
を
実
施
し

て
お
り
、
夏
季
休
業
中
に
学
級

担
任
と
通
級
指
導
担
当
者
に
よ

る
各
児
童
の
教
育
課
程
の
協
議

や
情
報
交
換
、
通
級
指
導
教
室

の
制
度
の
説
明
、
施
設
見
学
を

行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

吃
音
、
聴
覚
障
害
、
構
音
障
害

?
と
は
何
か
、
環
境
の
配
慮
、

授
業
や
行
事
で
の
配
慮
の
視

点
、
周
り
の
児
童
に
き
こ
え
・

こ
と
ば
の
障
害
に
対
し
て
正
し

く
理
解
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
研

修
し
て
い
る
。
個
別
支
援
と
し

て
通
級
指
導
担
当
者
が
各
校
に

巡
回
指
導
し
た
際
に
、
担
任
へ

の
助
言
や
、
担
任
と
の
連
絡
帳

の
や
り
取
り
を
す
る
中
で
、
個

別
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ところざわ
市民会議
末吉美帆子

吃き
つ
お
ん音
に
悩
む
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
を

Ｑ
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
自

治
会
、
町
内
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
市
長
の
見
解
は
。

Ａ
昭
和
の
時
代
に
比
べ
る

と
、
労
働
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
今
は
昼
間
の
所
沢
に
は
高

齢
者
ば
か
り
で
、
自
治
会
、
町

内
会
の
担
い
手
も
高
齢
者
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
進

行
中
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
で

も
気
持
ち
の
あ
る
方
々
が
い
て

く
れ
て
、
何
と
か
地
域
の
絆
と

安
全
は
保
た
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
を
経
て
、
そ
う
し
た

自
治
会
、
町
内
会
の
機
能
が
弱

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
だ
が
、
市
と
し
て
は

「
所
沢
市
地
域
が
つ
な
が
る
元

気
な
自
治
会
等
応
援
条
例
」
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
、
人
と
人

と
の
絆
を
紡
ぎ
、
地
域
の
連
帯

感
を
高
め
る
た
め
、
そ
し
て
人

間
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
自
治
会
、
町
内

会
の
活
動
を
支
援
し
、
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

自由民主党・
無所属の会
入沢　　豊

自
治
会
・
町
内
会
の
活
動
の
支
援
を

Ｑ
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
「
子

育
て
応
援
ギ
フ
ト
」
は
電
子
マ

ネ
ー
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
に

限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
子

育
て
支
援
の
物
品
を
限
定
す
る

仕
組
み
に
し
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
国
か
ら
は
、
「
出
産
・
子

育
て
応
援
ギ
フ
ト
」
は
、
電
子

ク
ー
ポ
ン
等
の
電
子
的
な
方
法

を
活
用
し
、
効
率
的
に
事
業
を

実
施
す
る
よ
う
助
言
が
あ
っ

た
。
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

で
は
、
伴
走
型
相
談
支
援
事
業

で
実
施
す
る
面
談
の
ほ
か
、
ギ

フ
ト
の
申
請
に
当
た
っ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
で

あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
「
子
ど
も
・

若
者
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
へ
の

友
達
登
録
が
必
要
で
あ
り
、
子

育
て
世
帯
と
の
デ
ジ
タ
ル
上
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て

お
り
、
そ
う
し
た
一
連
の
流
れ

の
中
で
、
電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る

給
付
と
し
た
。

公明党
山口　浩美

子
育
て
支
援
に
特
化
し
た

経
済
的
支
援
を

Ｑ
本
年
６
月
16
日
、
国
会
で

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
案
が
成
立
し
た
。

国
民
の
９
割
以
上
が
必
要
な
い

と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
出
て

い
る
上
に
、
各
政
党
案
の
要
点

や
違
い
も
不
明
瞭
な
中
、
国
民

に
対
し
て
何
の
説
明
も
な
い
ま

ま
通
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
埼
玉
県
で

は
国
に
先
ん
じ
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
条
例
を
策
定
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
想
定
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
県
の
条
例
に

な
ら
い
、
本
市
で
同
様
の
仕
組

み
を
導
入
す
る
の
か
。

Ａ
埼
玉
県
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
条
例

は
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た

社
会
づ
く
り
に
向
け
、
県
と
県

民
と
事
業
者
が
共
に
取
組
を
進

め
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
性

の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
啓
発

や
相
談
体
制
の
整
備
な
ど
を
進

め
、
全
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
る
。
本
市
で
同
様
の
条

例
や
要
綱
を
つ
く
る
予
定
は
な

い
。

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

埼
玉
県
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
条
例

（
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た

社
会
づ
く
り
条
例
）
に
つ
い
て

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
場
の

拡
大
に
よ
り
、
宅
配
事
業
者
の

配
達
業
務
が
増
大
し
、
も
は
や

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
市
の
職
員
が

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ

ッ
ク
?
の
視
察
に
行
っ
て
お

り
、
将
来
的
に
本
市
に
お
い
て

こ
の
取
組
を
実
施
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

Ａ
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ス
ー
パ
ー

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
全
て
の
自
動

車
を
制
限
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
配
送
車
両
、
緊
急
車
両
、

住
民
の
車
両
な
ど
は
、
減
速
や

一
方
通
行
の
制
限
が
あ
る
が
、

通
行
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

り
、
宅
配
業
に
影
響
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
市
民
自
ら
が
地
域

で
消
費
し
、
地
域
が
お
店
を
支

え
る
と
い
う
地
産
地
消
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
市
民
に
実
践
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済

が
し
っ
か
り
と
し
、
地
域
に
絆

が
育
ま
れ
、
宅
配
事
業
者
の
問

題
も
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
も
「
人
を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。

立憲民主党
長岡　恵子

宅
配
事
業
者
の
再
配
達
業
務
の

負
担
を
軽
減
す
る
取
組
を

Ｑ
西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
の

開
設
は
、
地
元
住
民
か
ら
数
十

年
に
わ
た
り
要
望
さ
れ
て
い
る

案
件
で
あ
り
、
す
ぐ
に
実
現
が

難
し
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
進
展
が
見
え
な
い
と
本
当

に
実
現
す
る
の
か
市
民
も
不
安

に
な
る
。
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
一
日
も
早
い
開

設
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
る
が
、
市
長
の
決
意
は
。

Ａ
昨
年
度
は
鉄
道
事
業
者
へ

依
頼
し
た
基
本
計
画
が
完
成

し
て
、
県
道
の
歩
道
整
備
も

着
々
と
進
展
し
、
あ
と
も
う
一

歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。

協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
地
権

者
や
、
長
い
間
活
動
を
重
ね
て

き
た
西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
開

設
期
成
会
の
方
々
の
思
い
も
絶

対
に
無
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
今
年
度
中
に
基
本
協
定
の

締
結
、
基
本
設
計
を
進
め
、
来

年
度
以
降
は
で
き
る
限
り
早
く

実
施
設
計
、
工
事
着
工
、
完
成

へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
地
域
住
民
、

期
成
会
、
鉄
道
事
業
者
、
所
沢

市
な
ど
、
全
員
で
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

公明党
大久保竜一

西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
の

一
日
も
早
い
開
設
を

複数の街区を１つの大きな街区として捉え直し、内部への自動車の進入を抑制し、市民の安全、安心、快適な生活を実現する計画?
言葉を発するための器官が正常に機能しないことにより、言葉を正しく発音できない状態?
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Ｑ
女
性
相
談
支
援
員
は
、
性

暴
力
や
配
偶
者
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
な

ど
、
女
性
が
抱
え
る
困
難
な
問

題
に
高
度
な
守
秘
義
務
の
下
、

相
談
者
を
支
え
、
多
様
な
関
係

機
関
と
の
連
携
を
総
合
的
に
調

整
す
る
役
割
を
担
う
極
め
て

専
門
性
の
高
い
職
業
で
あ
る
た

め
、
基
本
３
年
で
解
雇
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
会
計
年
度
任

用
職
員
と
す
る
こ
と
は
不
適
切

だ
と
考
え
る
。
し
っ
か
り
と
し

た
待
遇
で
、
裁
量
権
の
あ
る
市

の
正
規
職
員
と
し
て
採
用
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
。

Ａ
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
た
令
和
４
年

度
当
初
よ
り
、
相
談
件
数
や
内

容
、
対
象
者
な
ど
様
々
な
も
の

に
変
化
が
あ
り
、
来
年
度
施
行

さ
れ
る
困
難
女
性
支
援
法
へ
の

対
応
な
ど
、
新
た
な
業
務
も
見

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
毎
年
度
行
っ
て

い
る
組
織
・
定
数
の
見
直
し
の

中
で
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
体
制
や
在
り
方
に

つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日本共産党
中井めぐみ

市
の
正
規
職
員
と
し
て

女
性
相
談
支
援
員
の
採
用
を

Ｑ
休
日
出
勤
し
た
際
の
手
当

て
が
介
護
報
酬
に
含
ま
れ
な

い
た
め
、
ヘ
ル
パ
ー
の
賃
金
に

休
日
出
勤
の
手
当
て
が
つ
け
ら

れ
な
い
。
キ
ャ
ン
セ
ル
が
起
き

た
際
に
報
酬
が
支
払
え
な
い
な

ど
、
事
業
者
か
ら
悲
痛
な
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
独
自
の

補
助
や
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
国
に
意
見
を
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
市

域
を
超
え
て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に

つ
い
て
は
、
実
績
の
確
認
が
難

し
い
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

が
独
自
に
補
助
を
行
う
こ
と
は

難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
か
ら
の
第
９
期
計
画

期
間
に
向
け
て
様
々
な
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

介
護
職
の
人
材
不
足
に
つ
い
て

は
国
も
問
題
意
識
を
持
っ
て
お

り
、
報
酬
改
定
を
含
む
様
々
な

検
討
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
機
会
を
捉
え
て
必
要
な

意
見
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

日本共産党
花岡　健太

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
待
遇
改
善
を

Ｑ
本
年
１
月
４
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で
、
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

で
各
種
証
明
書
を
10
円
の
手

数
料
で
の
交
付
が
行
わ
れ
た

が
、
窓
口
で
の
業
務
負
担
の
軽

減
を
図
る
観
点
か
ら
、
恒
久
的

に
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
手
数
料
を

窓
口
よ
り
も
低
額
に
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
コ
ン
ビ
ニ
で
の
10
円
交
付

は
、
多
く
の
市
民
に
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
窓
口
で
の

証
明
書
交
付
の
業
務
負
担
が
軽

減
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
係
る
経

費
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
に
支
払
う
手
数
料

の
ほ
か
に
、
シ
ス
テ
ム
利
用
料

や
運
営
負
担
金
な
ど
、
１
通
当

た
り
約
４
０
０
円
が
別
に
か
か

っ
て
い
る
。
10
円
交
付
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

活
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
期

間
限
定
と
し
て
始
め
た
こ
と
か

ら
、
現
状
で
は
手
数
料
の
減
額

は
考
え
て
い
な
い
。

さきがけ
荻野　泰男

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

手
数
料
の
減
額
を

Ｑ
兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
生

後
３
か
月
か
ら
満
１
歳
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭
に
、
月

１
回
、
紙
お
む
つ
な
ど
を
無
償

で
届
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
見
守
り

を
行
う
「
お
む
つ
定
期
便
」
を

実
施
し
て
い
る
。
地
域
社
会
と

の
接
触
が
乏
し
い
場
合
、
育
児

に
不
安
が
あ
っ
て
も
相
談
が
で

き
ず
、
保
護
者
が
一
人
で
不
安

を
抱
え
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

る
が
、
０
歳
児
が
い
る
家
庭
と

市
を
つ
な
ぐ
取
組
は
あ
る
か
。

Ａ
本
市
で
は
出
産
後
、
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
事
業
に
よ
り
、

全
て
の
家
庭
を
訪
問
し
、
赤
ち

ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
健
康
状
態

を
伺
い
な
が
ら
、
育
児
の
不
安

を
傾
聴
し
、
不
安
の
解
消
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
内
に
27
か

所
あ
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

に
お
い
て
、
子
育
て
中
の
親
子

の
交
流
や
、
子
育
て
経
験
、
知

識
が
豊
富
な
保
育
士
に
よ
る
面

談
の
実
施
な
ど
、
人
と
の
出
会

い
を
通
し
て
子
育
て
の
孤
立
防

止
を
図
っ
て
い
る
。

さきがけ
長谷川礼奈

子
育
て
中
の
親
子
の
孤
立
解
消
を

Ｑ
何
ら
か
の
障
が
い
を
持
つ

者
や
子
ど
も
の
目
線
を
取
り
入

れ
た
街
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市

長
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
取
り

組
ん
で
き
た
の
か
を
伺
う
。

Ａ
私
は
、
福
祉
の
中
の
福

祉
、
自
分
の
努
力
で
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
状
況
に
あ
る
方
に

対
し
て
の
福
祉
は
、
政
治
は
こ

れ
を
優
先
し
て
な
す
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。
「
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社

会
づ
く
り
条
例
」
は
、
国
の
法

律
が
既
に
あ
る
中
、
あ
え
て
条

例
の
意
味
、
趣
旨
を
広
く
市
民

に
周
知
す
る
た
め
、
市
が
直
接

社
会
的
障
壁
を
除
去
す
る
た

め
に
、
店
な
ど
に
補
助
金
を
出

せ
る
よ
う
市
独
自
で
作
っ
て
き

た
。
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
有
し
て

い
る
本
市
は
、
で
き
る
限
り
障

害
者
施
策
に
対
し
、
そ
の
条
例

を
体
現
で
き
る
よ
う
心
に
誓
っ

て
市
政
を
進
め
て
き
た
。
今
後

も
障
害
を
持
つ
方
、
保
護
者
、

関
係
者
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、

市
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

至誠自民
クラブ

斎藤　由紀

障
が
い
者
の
目
線
を
取
り
入
れ
た

街
づ
く
り
を

Ｑ
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
そ
の
場

所
に
行
っ
て
、
そ
の
場
所
の
空

気
を
吸
う
こ
と
で
、
そ
の
場
所

を
よ
り
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
場
所
の
特
徴
、
歴
史
的
成

り
立
ち
の
物
語
、
地
元
の
文
化

や
歴
史
の
説
明
な
ど
が
看
板
に

書
い
て
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え

て
、
動
画
で
見
る
仕
掛
け
づ
く

り
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
て

リ
ア
ル
に
感
じ
る
世
界
を
紹
介

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ
「
ま
ち
」
×
「
み
ど
り
」

の
お
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス
等
道
標
整

備
事
業
と
し
て
、
今
年
度
、
所

沢
航
空
記
念
公
園
か
ら
東
所
沢

駅
ま
で
の
間
に
設
置
す
る
道
標

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
示
し
、
周

辺
の
観
光
情
報
な
ど
を
見
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
地
に
お
い
て
動
画
を
は
じ
め

と
し
た
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
散
策
さ

れ
る
方
の
興
味
と
理
解
も
深
ま

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
後
、
狭
山
丘
陵
な
ど
他
の
エ

リ
ア
に
つ
い
て
も
取
組
を
進
め

て
い
く
。

市民クラブ
未来

中　　毅志

動
画
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て

地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
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Ｑ
市
民
文
化
フ
ェ
ア
は
終
了

す
べ
き
で
は
な
い
、
航
空
発
祥

祭
は
続
け
る
べ
き
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
機
会
に

事
業
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し

て
、
予
算
も
新
し
く
考
え
直
せ

ば
よ
い
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
は
。

Ａ
市
民
文
化
フ
ェ
ア
は
今
年
度

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
市
で
は
、
既
に
短
編
映
画

の
制
作
や
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア

と
の
国
際
交
流
の
取
組
な
ど
も
進

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
航
空

発
祥
の
地
ゆ
え
の
交
流
で
あ
り
、

そ
の
点
で
は
航
空
発
祥
の
地
と
し

て
の
位
置
づ
け
は
、
歴
代
の
実
行

委
員
会
に
よ
る
市
民
文
化
フ
ェ
ア

の
実
践
に
よ
り
、
し
っ
か
り
根
づ

き
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ

て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
新
た
な
形
で
ま
た
市
民
の
中

か
ら
動
き
が
出
て
、
市
民
に
よ
っ

て
航
空
発
祥
の
原
点
に
戻
り
、
そ

れ
を
た
た
え
、
広
め
、
継
承
し
て
い

き
た
い
な
ど
の
動
き
が
出
れ
ば
、

そ
れ
は
ま
た
考
え
る
価
値
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に

は
、
ま
た
、
市
と
し
て
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

至誠自民
クラブ

大石　健一

市
民
文
化
フ
ェ
ア
の
今
後
に
つ
い
て

Ｑ
こ
ど
も
未
来
部
が
司
令
塔

に
な
り
、
小
中
学
校
で
深
刻
な

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
把
握
し
、

適
切
な
機
関
に
早
急
に
つ
な
げ

る
べ
き
で
あ
り
、
実
態
調
査
を

経
由
し
た
新
た
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
把
握
と
直
接
的
な
支
援

を
実
行
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

Ａ
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
に
よ

り
直
接
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

が
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
と
っ
て

は
、
自
分
の
生
活
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
、
身
近
な
大
人
に
相
談
し

た
り
助
け
を
求
め
た
り
し
て
も
よ

い
。
自
分
の
話
を
聞
い
て
く
れ
る
大

人
が
た
く
さ
ん
身
近
に
い
る
と
思

え
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
伝
え
て
い

く
。
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
か
ら
声
を

上
げ
る
こ
と
は
大
変
で
あ
る
。
学

校
の
先
生
だ
け
で
な
く
、
民
生
委

員
や
近
所
の
方
が
お
せ
っ
か
い
に
心

配
し
、
声
を
か
け
、
見
守
り
、
機
関

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
お
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
近

所
の
声
が
け
か
ら
機
関
に
つ
な
が

る
ま
で
総
動
員
し
、
必
要
と
す
る

子
ど
も
の
ケ
ア
を
し
っ
か
り
貫
徹

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

新
た
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
と

直
接
的
な
支
援
を

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

Ｑ
国
は
「
（
仮
称
）
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
」
を
実
施
す

る
流
れ
で
あ
る
。
本
市
の
一
時

保
育
は
、
非
定
期
型
保
育
、
緊

急
保
育
、
私
的
理
由
保
育
、
育

児
休
業
時
保
育
の
４
つ
の
一
時

保
育
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
把
握

し
て
い
る
が
、
私
的
理
由
保
育

と
育
児
休
業
時
保
育
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
回
数
を
増
や
す
方
向

は
な
い
の
か
。

Ａ
今
年
度
、
一
時
預
か
り
事

業
は
入
所
保
留
児
が
増
加
し
、

就
労
で
の
利
用
を
必
要
と
す

る
方
も
増
え
る
見
込
み
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
受
入
れ
枠
の
拡
充

を
図
る
た
め
の
予
算
を
、
令
和

５
年
６
月
定
例
会
で
認
め
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
は
、
本
年
６
月
13
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
」
の
中
で
「
（
仮
称
）

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の

創
設
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

日本維新の会
神戸　鉄郎

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を

Ｑ
本
市
の
活
性
化
の
た
め
に

は
、
次
の
時
代
を
担
う
若
い
力

が
も
っ
と
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
若
い
世
代
の
声
を
ど
の
よ

う
に
政
策
に
反
映
し
て
い
く
の

か
、
市
長
の
見
解
は
。

Ａ
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
自

治
体
へ
の
要
望
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
、
も
っ
と
便
利
に
、
安
全

に
、
安
く
、
簡
単
に
、
丁
寧
に
と

い
う
と
こ
ろ
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
が
、
若
い
人
に

市
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
思

う
と
こ
ろ
を
意
見
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
が
想
像

で
き
な
い
よ
う
な
意
見
、
要
望
、

発
想
を
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
か
、
そ
れ
を
市
政
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
地
元
に
目
を
向
け
、
実

践
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は

若
者
た
ち
で
話
せ
る
場
を
つ
く

り
、
そ
こ
に
職
員
も
一
緒
に
入
っ

て
き
ち
ん
と
意
見
を
聞
き
、
行

政
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
市
民
参
加
を

促
し
、
民
主
主
義
を
呼
び
覚
ま

し
、
よ
り
よ
い
未
来
へ
進
ん
で
い

く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。 自由民主党・

無所属の会
前田　浩昭

若
い
世
代
の
声
を
聞
き

市
政
に
反
映
を

Ｑ
高
齢
者
、
低
所
得
者
の
住

宅
は
、
良
好
で
低
廉
な
家
賃
を

確
保
す
る
た
め
に
、
国
や
自
治

体
が
公
共
住
宅
を
責
任
を
持
っ

て
建
設
す
る
こ
と
と
併
せ
、
民

間
の
賃
貸
住
宅
の
居
住
者
へ
の

家
賃
補
助
や
高
齢
者
住
宅
を

供
給
す
る
家
主
へ
の
優
遇
税
制

な
ど
も
含
め
た
助
成
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
高
齢
者
、
低
所
得

者
が
安
心
し
て
借
り
ら
れ
る
市

営
住
宅
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
供
給
数
を
増
や
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

Ａ
市
と
し
て
は
、
老
朽
化
し

て
い
る
市
営
住
宅
に
関
し
、
長

寿
命
化
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
厳

し
い
財
政
事
情
の
下
、
今
後
建

て
替
え
や
整
備
を
計
画
的
に
進

め
て
い
く
。
現
在
の
市
営
住
宅

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
未
整
備

な
ど
、
高
齢
者
が
入
居
す
る
に

は
課
題
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、
今
後
の
建
て
替
え
に

当
っ
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
整
備
し
た
市
営

住
宅
へ
の
更
新
を
、
現
在
の
住

宅
ス
ト
ッ
ク
戸
数
の
範
囲
内
で

進
め
て
い
く
。

日本共産党
小林　澄子

高
齢
者
や
低
所
得
者
が

安
心
し
て
借
り
ら
れ
る

住
宅
の
確
保
を

Ｑ
米
軍
所
沢
通
信
基
地
が
あ

る
こ
と
で
、
国
が
軍
備
増
強
や

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
行
使
な

ど
を
進
め
る
動
き
に
対
し
、
市

民
か
ら
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
敵
基
地
攻
撃
能
力
が

行
使
さ
れ
た
場
合
、
米
軍
所
沢

通
信
基
地
が
あ
る
所
沢
が
標

的
に
さ
れ
か
ね
ず
、
市
民
の
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
市
民
の

不
安
に
ど
う
応
え
る
の
か
、
ま

た
国
に
対
し
て
意
見
を
言
う
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
は
。

Ａ
敵
基
地
攻
撃
能
力
と
い
う

の
は
、
今
は
反
撃
能
力
と
呼
ん

で
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
所

沢
に
限
ら
ず
、
自
衛
隊
の
基
地

が
あ
る
自
治
体
は
対
象
と
な

る
。
そ
う
い
う
点
で
は
日
本
全

体
の
問
題
で
あ
り
、
考
え
込
ま

ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
専
守

防
衛
と
は
何
か
と
い
う
解
釈
も

含
め
、
き
ち
ん
と
国
に
お
い
て

審
議
さ
れ
、
対
応
し
て
い
く
べ

き
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
国

に
対
し
て
は
言
う
べ
き
時
に
は

今
ま
で
も
言
っ
て
き
た
。

日本共産党
矢作いづみ

米
軍
所
沢
通
信
基
地
を
抱
え
る

市
長
と
し
て
敵
基
地
攻
撃
能
力
へ

の
見
解
に
つ
い
て
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Ｑ
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ

ン
は
開
業
し
て
２
年
半
、
観
光

情
報
・
物
産
館
Ｙ
Ｏ
Ｔ-

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
も
開
館
か
ら
２
年
が
経
過

し
た
。
開
智
学
園
は
工
事
が
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
来
年
４
月

の
開
校
が
も
う
目
前
に
迫
っ
て

い
る
。
学
園
の
最
寄
り
の
駅
で

あ
る
東
所
沢
駅
の
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
内
は
、
通
勤
、
通
学
の
送

迎
車
両
な
ど
で
混
雑
し
て
お

り
、
機
能
的
な
バ
ス
ロ
ー
タ
リ

ー
に
改
善
で
き
な
い
か
。

Ａ
東
所
沢
駅
バ
ス
ロ
ー
タ
リ

ー
内
で
は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

の
ほ
か
に
送
迎
車
両
な
ど
の
増

加
に
よ
る
乗
降
ス
ペ
ー
ス
の
渋

滞
な
ど
、
通
勤
、
通
学
の
ピ
ー

ク
時
に
は
混
雑
し
て
い
る
状
況

が
見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
は
さ

ら
な
る
混
雑
も
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
各
部
と
調
整

を
図
り
、
ま
ず
は
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
内
の
利
用
車
両
の
状
況
を

確
認
す
る
な
ど
、
情
報
収
集
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

市民クラブ
未来

松本　明信

東
所
沢
駅
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の

混
雑
解
消
を

Ｑ
マ
ス
ク
の
日
常
が
明
け
た

児
童
生
徒
の
現
状
と
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
守
り
、
取
り
戻
す
の
か
、

教
育
長
の
見
解
は
。

Ａ
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
は
一
変

し
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
校
の
思

春
期
に
入
っ
た
児
童
生
徒
が
、
マ
ス

ク
を
外
し
て
素
顔
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
問
題
で
あ
る
。
今
年
度
に
入
り
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
が
急
増
し
て

い
る
が
、
小
中
学
校
と
も
、
対
人
恐

怖
を
そ
の
原
因
に
挙
げ
て
い
る
。
こ

れ
も
感
染
症
対
策
と
し
て
対
面
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
制
限
し
た

結
果
と
捉
え
て
い
る
。
今
年
度
は
、

「
学
校
に
素
顔
と
笑
顔
を
取
り
戻

そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
教
職
員

が
積
極
的
に
素
顔
と
笑
顔
を
子
ど

も
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
、
子
ど
も
た

ち
の
対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
面
を
増
や
す
な
ど
、
学
校
に

指
示
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

学
校
生
活
に
戻
す
と
と
も
に
、一
人

で
も
多
く
の
児
童
生
徒
が
笑
顔
で

楽
し
く
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
取
組
を
進
め
て
い
く
。

自由民主党・
無所属の会
大庭　祥照

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
取
り
戻
す

取
組
を

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
の
感
染
予
防
効

果
、
発
症
予
防
効
果
、
重
症
化

予
防
効
果
に
関
し
て
、
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
リ
ス
ク

の
周
知
方
法
を
伺
う
。

Ａ
厚
生
労
働
省
が
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
情
報
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
従

来
ワ
ク
チ
ン
は
、
感
染
症
の
発

症
を
予
防
す
る
高
い
効
果
が

あ
り
、
感
染
や
重
症
化
を
予
防

す
る
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
使
用

し
て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
は
、
従
来
の
ワ
ク
チ

ン
と
比
較
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
重
症
化
、

感
染
、
発
症
を
予
防
す
る
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
リ

ス
ク
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

ほ
か
、
接
種
券
に
同
封
し
て
い

る
通
知
で
案
内
し
て
い
る
。
ま

た
、
医
療
機
関
で
予
診
時
に
説

明
を
行
い
、
そ
の
上
で
希
望
す

る
方
に
接
種
を
行
っ
て
い
る
。

参政党
斉藤かおり

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

市
民
が
適
切
に
判
断
で
き
る
対
応
を

Ｑ
関
東
大
震
災
が
発
生
し
て

か
ら
、
今
年
の
９
月
１
日
で
１

０
０
年
を
迎
え
る
。
最
近
で
は

そ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
る
ニ
ュ

ー
ス
も
少
し
ず
つ
増
加
し
、
こ

れ
を
機
会
に
防
災
に
関
す
る
啓

発
に
つ
な
が
れ
ば
よ
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
こ
で
、
避
難
行
動

要
支
援
者
の
同
意
率
が
30
％

を
切
っ
て
い
る
状
況
で
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
、
自
治
会
に
何

を
求
め
る
の
か
。

Ａ
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援

事
業
は
、
災
害
時
に
配
慮
を
要

す
る
方
々
の
円
滑
で
迅
速
な
避

難
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
対
象
者
の
中
に

は
、
個
人
で
の
避
難
が
可
能
な

方
や
、
支
援
が
必
要
な
方
で
も

周
囲
に
親
族
や
友
人
な
ど
支

援
者
が
い
る
方
は
、
同
意
の
意

思
を
示
さ
な
い
場
合
も
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
自
治
会
の
方

に
は
平
時
か
ら
要
配
慮
者
と
つ

な
が
り
を
も
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

は
、
個
人
情
報
の
提
供
に
同
意

さ
れ
た
要
支
援
者
に
対
す
る
避

難
時
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ところざわ
市民会議
石本　亮三

避
難
行
動
要
支
援
者
の

同
意
率
向
上
に
向
け
た

市
と
自
治
会
の
取
組
に
つ
い
て

市民説明会を開催します

通通 年 会会 期 制制 に関する

10：00〜　松井まちづくりセンター ホール

18：00〜　吾妻まちづくりセンター ホール

10：00〜　富岡まちづくりセンター ホール

18：00〜　三ケ島まちづくりセンター ホール
11月21日（火）

11月22日（水）

15 14



令和 5 年（2023 年） 8 月 15 日 ところざわ市議会だより

◎会　　場　市役所低層棟３階　全員協議会室

◎参加方法　事前申込み不要です。

　　　　　　直接会場にお越しください。

◎手話通訳あり

皆
さ
ん
の
声
、
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

／

／

議議
会会
報報
告告
会会
開
催
!

11月17日（金）19：00～

石本　亮三	 斉藤かおり	 赤川　洋二	 花岡　健太

前田　浩昭	 大石　健一	 山口　浩美	 斎藤　由紀

11月18日（土）13：30～

神戸　鉄郎	 中井めぐみ	 長谷川礼奈	 大久保竜一

松本　明信	 大庭　祥照	 中　 毅志	 入沢　 豊

最新情報は
HP をチェック！

第１部　９月定例会の報告

班形式による

第 2部　市政全般に関する意見交換

1515 14
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Tokorozawa city council

No.207
今回の定例会は

12月

９月 ６月

３月

所沢市議会  新体制
議長・委員長のあいさつ

経済アナリスト

森永康平さん

16

1985 年　所沢生まれ。
大学卒業後、運用会社や証券会社でリサーチ業務に従事。
インドネシア、台湾などアジア各国にて新規事業の立ち上げや法人設立
を経験し、事業責任者やＣＥＯを歴任。2018 年には金融教育ベンチャー
『株式会社マネネ』を設立。
現在は経済アナリストとして執筆や講演をしながら、国内外複数のベン
チャー企業の経営にも参画している。父はテレビでもおなじみの経済アナ
リストの森永卓郎氏。

■
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
に
な
っ
た
経
緯
は

子
ど
も
の
頃
は
、
小
児
喘
息
や

ア
ト
ピ
ー
の
た
め
運
動
が
で
き
ず
、

絵
を
描
い
て
過
ご
し
て
お
り
、
父
か

ら
絵
を
描
く
よ
う
に
渡
さ
れ
た
紙
が

経
済
レ
ポ
ー
ト
の
裏
紙
で
し
た
。
レ

ポ
ー
ト
の
分
か
ら
な
い
言
葉
を
、
父

か
ら
渡
さ
れ
た
経
済
学
の
教
科
書

で
調
べ
な
が
ら
読
み
始
め
た
の
が
、

経
済
学
と
の
接
点
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
院
に
進
学
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
父
に
、「
３
年
間
は
民
間
企
業

で
現
場
を
知
っ
て
か
ら
大
学
院
に
行

く
べ
き
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
運
用

会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

一
人
で
会
社
を
立
ち
上
げ
、
経
済
ア

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
記
事
を
書
い
て
い

る
う
ち
に
、
本
の
出
版
や
メ
デ
ィ
ア

へ
出
演
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
所
沢
で
過
ご
し
た
思
い
出
は

小
手
指
駅
近
く
の
西
友
は
、
子
ど

も
の
頃
に
母
と
夕
食
を
買
い
に
行
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大

学
生
の
時
は
所
沢
駅
に
あ
る
塾
で
３

年
間
ほ
ぼ
毎
日
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
ま
し
た
。
受
け
持
っ
た
生
徒
が
中

学
一
年
生
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
思
い

入
れ
が
あ
り
、
高
校
受
験
が
終
わ
る

ま
で
は
バ
イ
ト
を
続
け
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

■
所
沢
の
魅
力
は

都
会
は
何
も
か
も
高
い
し
、
田
舎

す
ぎ
る
と
不
便
な
の
で
、
暮
ら
す
な

ら
都
会
と
田
舎
の
間「
ト
カ
イ
ナ
カ
」

が
ち
ょ
う
ど
い
い
と
思
い
ま
す
。
東

京
み
た
い
に
都
会
で
も
な
い
け
ど
、

西
武
線
に
乗
れ
ば
急
行
で
２
～
３
駅

で
池
袋
に
行
け
ま
す
し
、
有
楽
町

線
・
副
都
心
線
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
、
小
手
指
駅
始
発
で
元
町
・
中
華

街
ま
で
行
け
ま
す
。
所
沢
は
、
土
地

や
物
の
値
段
も
適
正
だ
と
思
い
ま
す
。

■
若
い
人
た
ち
に
市
議
会
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ど
う
や
っ
て
発
信
し
て

い
く
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
若

い
人
は
主
に
20
秒
く
ら
い
の
動
画
を

見
る
の
で
、
意
気
込
ん
で
編
集
し
た

長
時
間
の
動
画
で
は
な
く
、
簡
単

な
所
沢
の
名
所
紹
介
や
、「
市
議
会

議
員
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」
を
紹

介
す
る
よ
う
な
草
の
根
の
活
動
を
、

ネ
ッ
ト
上
に
残
す
こ
と
が
効
果
的
だ

と
思
い
ま
す
。

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.31

\　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介　/

所沢市議会

森
もり

永
なが

　康
こう

平
へい

 さん

次の定例会は９月１日（金曜）から開催予定です。

広
聴
広
報
委
員
会
が

　

新
体
制
に
な
り
ま
し
た

広聴広報委員会　委員

中　
　

毅
志

大
久
保
竜
一

長
谷
川
礼
奈

亀
山　

恭
子

大
庭　

祥
照

前
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浩
昭

中
井
め
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み
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太
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典
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